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4月は母子の健康月間です。
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2019年～2020年度　国際ロータリーのテーマ
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土浦ロータリークラブRI第2820地区　茨城県

2019～20年度 国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー 氏

2019～2020年度（第62期　竹内年度）
VOL.4月9日 臨時号 .31

ロータリーは
世界をつなぐ

厳しい状況下における我々の担いとは？ 第62期会長　竹内　崇

日頃より当クラブの活動・運営にご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。
昨年末に中国で確認され、感染拡大の一途をたどる新型コロナウイルス関連肺炎。日

本を含む多数の国や地域に瞬く間に感染が拡大し、終息の見込みもありません。国内で
も死者が発生、茨城県内、そして土浦市内でも感染者が出る等、脅威にさらされており
ます。
このような状況を受け、当クラブとしても3月、4月の例会を含む全事業の中止・延

期を余儀なくされました。安全を最優先に考えた末での苦渋の決断でしたが、会員の皆さまから大切な例
会の機会を奪ってしまったことを心からお詫び申しあげます。正直、私自身もここまでひどい状況になる
とは考えもしませんでした。今、私たちがするべきことは、コロナウイルスの感染拡大を防ぐ努力を怠ら
ず、決して無理をせず、体調管理を万全にし、自身の健康を維持することだと思います。
今後のクラブ活動に関しましては、理事会等を中心に慎重に議論を重ねて決定いたします。先が見えな

い厳しい状況下ですが、土浦ロータリークラブの活動を絶やさぬ為、クラブとしてできることを進めて行
く覚悟です。「一寸先は光」と信じて！
会員の皆さまも、ご家族を含めて健康に留意されますことを切にお願い申しあげます。元気な皆さまと

例会で再会できる日が早期に訪れることを祈念しております。



2月27日の例会報告

職場訪問・秘湯の会報告職場訪問・秘湯の会報告 鈴木　敏之　職業奉仕委員長

まず、職業奉仕についてお話します。シカゴに事務所を構えていたポール・ハ
リスが友人3人と語らって、お互いに信頼のできる公正な取引をし、仕事上の付
き合いがそのまま友人関係にまで発展するような仲間を増やしたい、という趣旨
でロータリークラブを1905年２月23日に作りました。
日本のロータリーは1920年10月20日に創立された東京ロータリークラブが最

初で、今年で100周年となり、記念式典や記念切手の発行が予定されています。
職業奉仕とは、Vocational Serviceの訳で、アーサー・フレデリック・シェル
ドンの言葉、One profits most who serves best. 最もよく奉仕する者、最も多く報われる。が基本精神です。
職業奉仕の目的は、
　（１）職業の実践において、高度の道徳的水準を維持すること。
　（２）仕事を通じて社会に奉仕する機会を求めること。です。
ハーバート・テーラーが提唱した、皆さんも例会で歌ってよくご存じの、四つのテストがあります。自分の
実業、専門職業の遂行方法を効果的に点検する尺度としてテストは有効です。

次に、2月8日、9日に開催された職場訪問・秘湯の会の報告をいたします。会員13名、家族等を含めて18名
に参加いただきました。
2月8日の朝にバスで土浦を出発し、圏央道から関越自動車道経由で昼食に水沢うどんを食べ、榛名神社に参

拝しました。
榛名神社はパワースポットとして有名で、第3代用明天皇（585～587）の時代に建てられたとされています。
入口から社殿まで600ｍの上り坂の参道を歩きます。所々に七福神像があったり、緑豊かで清流や凍った滝を

見ながら本殿で参拝しました。御神水開運おみくじといって水に浸すと文字が浮かび上がってくるおみくじが
ありました。中島さんが浸し場所で水をかけると、なんと大吉でしたよ！
参拝を終え、午後３時半には、宿泊先の薬師温泉　旅籠に到着。約7000坪の敷地にかやぶき屋根の民家集落
を移築した宿でした。源泉かけ流しの湯と美味しい夕食で皆さん大満足でした。
翌、2月9日は、昼食を川越で食べてから、埼玉県北本市のグリコピア　イーストで工場見学しました。ポッ
キーやプリッツを作る工場で、2階のガラス越しにベルトコンベアーに乗ってポッキーが流れていくのを見学し
ました。
スタジアムホールという部屋で、クイズチャレンジツアーがあり、グリコの歴史や商品に関連したA,B,C三択
のクイズ７問に皆が挑戦しました。正解率とボタンを押すスピードを競い、優勝するとプレゼントを貰えます。
優勝者は臼田さんで全問正解、回答時間４秒でした。私は１秒負けてしまいました。
その後、グリコのランナーの前や、グリコワゴンの前で記念撮影をしました。
ご家族で参加もあり、皆さんのお陰でよい会になったと思います。また多くのご寸志を頂戴しありがとうご
ざいました。



箪笥回廊

本陣

スタジアムホール
クイズチャレンジツアーに参加し、”クイズの旅”に出発しよう！参加者
みんなが選択するコースによって、クイズの内容が変わります。正解率
とスピードを競い、優勝を目指しましょう！優勝すると素敵なプレゼン
トが貰えるかも？

62期　Vol.31



茨城新聞への広告掲載のご報告茨城新聞への広告掲載のご報告
2月26日発行の茨城新聞「安藤市長インタビュ
ー」記事の紙面下に、クラブ広告を掲載しました。
クラブ名と会長・幹事名を記載する体裁が一般的
かと思いますが、せっかくの機会ですので、公共
イメージの向上等、少しでも費用対効果を高める
べく、奉仕活動（先日の霞ヶ浦総合公園の清掃、
ベンチ修復作業）の写真やクラブHPのQRコード
も載せた内容としました。写真には「世界を変え
る行動人」のテンプレートを活用し、RIのブラン
ド戦略にもコミットいたしました。

（公共イメージ委員長　佐藤ぱうろ）

2019-20年度　ＲＩ2820地区
第６分区　インターシティーミーティング（IM）報告
2019-20年度　ＲＩ2820地区
第６分区　インターシティーミーティング（IM）報告
第6分区IMに参加して 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幹事　髙橋 宏成
2020年2月22日㈯ 14：00～19：00 石岡プラザホテルにて第
2820地区第6分区インターシティミーテイングに土浦クラブ総
勢12名で参加してきました。元RI理事松宮剛様や来賓に石岡市
長　今泉文彦様、中村澄夫ガバナー、分区内のパストガバナー、
歴代のガバナー補佐もお見えになり盛大に開催されました。
今回のIMのテーマは未来のために「今我々がなさねばならぬ

こと」サブテーマに「里山を通して自然環境を考える」を掲げ、
事例報告では、矢野徳也氏（筑波山地域ジオパーク協議会教育・
学術部会副部会長より、テーマ「よみがえれ谷津田ん16年の
日々」の講演と基調講演では、西廣淳氏（国立環境研究所気候
変動適応センター主任研究員）による、テーマ「里山の自然をイ
ンフラと活かす」のお話を聴きました。二つの講演を通して、里
山の自然が防災、水資源保全、快適環境形成への大きな役割を
担っているとの認識を深めることができました。懇親会では石
岡の美味しい地酒を用意して下さり、地区会員相互の親睦と交
流を深めることができました。　　　

次年度の委嘱状が届きました次年度の委嘱状が届きました

廣瀬　昭雄 地区諮問委員
 第8分区IMリーダー

佐藤ぱうろ 奉仕プロジェクト社会奉仕委員

※ 但し、開催を検討中。
　 決定次第、関係各位に連絡いたします。

Vol.30号の週報掲載の訂正
第2回事前理事会報告の中の報告・確認事項を下記のように訂正いたします。
　
２．第1回事前クラブ協議会開催日について
　　日時：令和2年4月23日　18：30　開会
　　場所：霞月楼
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臨時理事会報告　2020年2月27日（木）　13：40～　　　於：ローブ
審議事項
１．新型コロナウイルス感染拡大防止のため3月第1、第2例会を休会とすることが承認された。

臨時理事会（持ち回り）報告　2020年3月6日（金）　全理事・役員に電話にて確認
審議事項
１．新型コロナウイルス感染拡大防止のため3月の全例会を休会とすることが承認された。

臨時理事会報告　2020年3月26日（木）　11：30～　　　於：ローブ
審議事項
１．新型コロナウイルス感染拡大防止のため、4月の全例会を休会とすることが承認された。

幹事報告 髙橋 宏成　幹事

2020-21年度テーマが発表になりました

2020-21年度国際ロータリー会長　ホルガー・クナーク

2020-21年度 2820地区ガバナー　池田　正純

2020-2021年度　2820地区スローガン

2020-2021年度　国際ロータリーテーマ

ロータリアンのイノベーション・磨こう人間力！

ロータリーは機会の扉を開く

●新型コロナウイルス感染症の影響により、各種イベントが中止または延期になりました。

中止になったイベント（ＲＩ・地区）
・RLI パートⅢ（3/1）
・地区チーム研修セミナー（DTTS）（3/8）
・ 2019米山記念奨学生期間終了式（3/14）
・ロータリー財団地区補助金管理セミナー（3/14）
・竜ケ崎RC創立60周年記念式典（3/15）
・クラブ会長エレクト
　研修セミナー（PETS）（3/28、29）
・第2820地区 地区大会（4/19）
・かすみがうらマラソン（ウォーキング）（4/19）
・地区大会記念ゴルフ大会（4/21）
・米山記念奨学生及びカウンセラーのための
　オリエンテーション（4/25）

・ロータリー賞の説明会（4/25、26、5/17）
・地区研修･協議会（5/10）
・ RI2820地区ローターアクト地区大会（5/23）
・ロータリー国際大会（6/6～10）
・ロータリーの夕べ（6/23）

中止になったイベント（土浦RC）
・第9回理事会（3/5）
・第10回理事会（4/2）
・観桜会（4/9）
・スクラッチ会（4/9）
・第6回クラブ協議会（4/16）　

延期になったイベント
・台北陽明RC創立43周年記念式典（3/14）
・台北陽明RC姉妹クラブ再調印式（3/14）
・土浦南RC創立55周年式典（5/17）



格調高く、和やかに　  S.A.A

2/27   計22,000円　累計1,650,000円

にこにこBOX

出 席 報 告

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
60名 26名 34名 3名 59.64％

メークアップ

2/22 ＩＭ　臼田、大槻、小倉、小原、坂本、佐藤（昭）、鈴木（敏）、鈴木（亮）、髙橋、竹内、
 　　　沼尻、廣瀬（正）

米山記念奨学生レポート

これまでの奨学生の生活で得たものや、日本留学の成果などについて 

私は筑波大学のエーエーティンと申します。世話クラブは土浦クラブで、カウンセラーは藤澤昭彦様で
す。ロータリー米山奨学生になって、今年２年目です。まず、留学を通して私が得た一つの大きなものがあ
ります。まずは「友達」です。もちろんサークルで知り合ったり、授業で知り合ったり、一緒にご飯を食べ
たり、遊びに出掛けたり、今までにいろんな日本人や他の外国人と交流してきました。でも一番嬉しいの
は、一生付き合いたいと思える日本人の親友を一人作れたことです。その友達は一緒に授業を受けてくれ、
課題を手伝ってくれ、困った時に助けてくれ、辛い時には励ましてくれました。外国人が知るべき日本の多
くの場所に連れて行ってくれ、いろんなことを教えてくれました。たくさんの外国人と交流することも大切
ですが、一人の外国人と深く関わることもまた、多くのかけがえのないものを与えてくれます。
日本留学生活を、ご覧のように、図式化してみましたが、普段の生活は、ご覧のとおり、家・学校　また
は、家・アルバイト・学校のような生活をしていました。米山奨学生になってからは、ロータリークラブや
米山学友会に参加することになり、日本人の方や他の留学生と交流することで、無味乾燥だった留学生活が
大変楽しくて有益になりました。ロータリーのお陰で、様々な夢を実現できたということは感動しました。
このように、米山奨学生になり、米山学友会などを通じた交流ができることによって、私の視野が広が
り、成長の機会になったと思います。もちろん、奨学金をいただけることになって、経済的に安定し、勉学
に集中できるようにもなりました。これは普通の奨学生に当たらなく、ロータリー米山の奨学生の生活で得
たものだと思います。ロータリー米山の皆様に心から感謝しております。

エー・エー・ティン さん

（2/27）

４月のロータリーレートは108円です。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため例会が中止となり、クラブ会報も休刊中でしたが、
この度、臨時号として発行させていただきました。


